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テーマ設定の理由

■最近スーパーの野菜の値段が高くなっ
ており、その理由として地球温暖化の
影響で野菜が育たず輸入に頼っている
ためと考えたため

■食品ロスの増加（ＳＤＧｓの目標１
２：つくる責任、つかう責任）を自分
で野菜を作ることで減少すると考えた
ため



現状
■ 地球温暖化の影響で野菜が育ちずらく、値段が高い

森林伐採

1ｈaあたりの二酸化炭素の吸収量

ナス １．１４８．０００ｇ

ピーマン ２２４．０００ｇ

全体（ｇ） 1個あたり（ｇ） 吸収量（ｇ）

ナス（14個） １８５．１ １３．２ ４．１

ピーマン（22個） ４５．5 ２．７ ０．８

栽培野菜における二酸化炭素の吸収量の推測 北杜市甲陵高等学校 平成30年課題研究



外国の輸入品に頼っている
日本の食料自給率３７％

残りの６３％は外国からの輸入
2021年農林水産省

２０１９年 ２０２１年

ナス ５６４円 ６２２円

ピーマン ４３４円 ６７８円

野菜の値上がりの変化



問題点

・値段がさらに高くなる
・フードマイレージが高い

→エネルギーを多く使う
・地球温暖化で気温が上がり続ける



課題
・時間がない・大変そう・金銭面に余裕が

ないなどの理由でできない家庭のために家

庭の希望に合わせた種（例：時間がない家

はもやし、ある家はピーマンなど）や必要

な道具を地域で配る。

・自分で育てた野菜を持ち寄って地域で

パーティーの様なことをする



SDGs実現に向けて
～１０代からの提言～

種や必要な道具を地域で配り、誰もが自給
自足を楽しめるようなイベントを開催して
ください。



考察・感想

自給自足に取り組むことで解決できる課題があるの
ではないかと感じた。
現状を調べていくなかで地球温暖化が及ぼす影響の
強さを実感した。
野菜の二酸化炭素吸収量が想像より多く、また自給
自足することで地球温暖化防止に良い効果があると
分かった。是非、自給自足を推進をしてほしい。


